
115号（1） 

「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ 
～今年のキャッチフレーズ～ 

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの

個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するために

は政府や地方公共団体だけでなく、私たち一人ひとりの日常の取

組が必要です。 

毎年 6 月 23 日から 29 日までの 1 週間を「男女共同参画週

間」として、様々な取組を通じ、男女共同参画社会基本法の目的

や基本理念について理解を深めることをめざしています。 

私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会

に考えてみませんか。 

参考・出典：内閣府 男女共同参画局  https://www.gender.go.jp/public/week/index.html 

毎年 6 月 23 日から 29 日までの 1 週間は「男女共同参画週間」です 
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特集「なばりのきらきらウーマン」 

第 13 回 桔梗が丘松岡行政書士事務所 

松岡
まつおか

 衣里
え り

さん 

名張できらきら輝く女性へのインタビュー企画・第

13 回目は、行政書士事務所を開業された松岡さん。 

出会った方々への感謝の気持ちと、努力を惜しまず前

向きに活動される姿が素敵でした。 

（インタビューの内容はこちらです）



115号（2） 

「人生 100 年時代」とは 

イギリスの組織論学者であるリンダ・グラットンと経済学者のアンドリュー・スコットが

出版した『LIFE SHIFT（ライフ・シフト）100 年時代の人生戦略』。

この本は、世界で長寿化が急激に進み、先進国では 100 歳を超えて生きる人が増える「人

生 100 年時代」が到来すると予測し、これまでと異なる新しい人生設計の必要性について説

いたものです。 

男女共同参画の本質は、男女が互いに人権を尊重しつつ、性別にかかわりなく、その個性と

能力を十分に発揮することができる社会をめざしており、「住みよい社会を私たちみんなで作

りましょう」という思いからきています。そこで、重要視されているのが、「今までと同じ暮

らし方では、人生 100 年を充実して越せない」という現状であり、「長寿社会の構造として

潤滑に暮らすための人材が足らない」という課題です。 

これから数十年で職種は大きく入れ替わると言われています。男女の役割分担も変わり、よ

り質の高いパートナー関係が必要になります。 

100 年生きうる時代をどう生き抜くか。働き方・学び方・結婚・子育て等、人生のすべてが

変わっていくでしょう。 

人生 100 年時代を迎え大切なこと、それは、固定的な性別役割分担意識の思いこみの解消

や、これまでの価値観で子どもを育てるリスクについて認識を広めたり、性別役割分担にとら

われない働き方を推進したりすることもひとつではないでしょうか。 

これに備え、国は新たに、女性の経済的自立や男性の家庭・地域における活躍等の事項につ

いて取り組むとしています。 

寿命が延びることで、私たちの人生の選択肢は多様化します。私たちには、これからの過ご

し方・考え方ともに変化が必要です。どのように生き方、働き方を変えていくべきか… 

「人生 100 年、自分はどんな生活を送るんだろう？どんな時間を過ごしたいのか？」と、

豊かな自分の人生を考えてみませんか。私たちの知っている世界とはまったく別の未来がくる

かもしれません。 

では、今の時代に「男女共同参画」がどのように関係するのでしょう 

では、どのようにすれば、目前に迫る長寿社会を楽しめるのでしょうか 

国・県・市や様々な団体は、男女共同参画に係る施策やセミナー、相談窓口など 

様々な情報を発信しています。ぜひご活用ください。 

内閣府 男女共同参画局  https://www.gender.go.jp/index.html 

独立行政法人 国立女性教育会館  https://www.nwec.jp  

三重県男女共同参画センター  https://www.center-mie.or.jp/frente/ 

名張市男女共同参画センター  https://www.emachi-nabari.jp/j-kouryu/ 



115号（3） 

 

内閣府男女共同参画局の 

「女性応援ポータルサイト」をご存じですか？ 

1. 子育て・介護など  

2. 仕事・職場で活躍したい 

3. 地域で活躍・起業したい 

4. 健康で安定した生活をしたい 

5. 安全・安心な暮らしをしたい 

6. 人や情報とつながりたい 

 

上記のような思いをお持ちの方は、一度ご覧にな

ってみては いかがでしょうか。女性はもちろん、

男性・企業・団体・地方自治体・行政機関等各目線

から見た相談先や情報等が案内されています。 

内閣府男女共同参画局 女性応援ポータルサイト 

https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/ouen/ 

編集後記 

今号より編集担当が変わりました。よろしくお願いします。携わりながら、楽しみなが

ら、たくさんのことを学んでいきたいと思っています。青々とした稲がサワサワとそよぐ、

清々しい景色となりました。自然が本当に心地いいと、名張で暮らしてそう感じます。そう

言いながら、梅雨にはチョット…勝手な言い分です（笑）この夏は猛暑のおそれありだそう

です。水分補給をこまめにして、体調管理には気を付けていきたいものです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

つうしん 115 号アンケート 

つうしんを手に取っていただきありがとうございます。今後の編集のために、ご意見をお寄せください。

ご回答いただいた方の中から抽選で 2 名様に図書カード 1,000 円分を進呈いたします。下記①～⑤の必要

事項をご記入のうえ、メール・ハガキまたは FAX でお送りください。（送料等はご負担ください） 

※ご記入いただいた個人情報は図書カードの発送のみに使用し、当選発表は景品の発送をもってかえさせてい

ただきます。 

①記事の内容は参考になりましたか？（a）参考になった （b）参考にならなかった 

②「参考になった」を選択された方にお尋ねします。どの記事が参考になりましたか？（複数回答可） 

（a）特集「なばりのきらきらウーマン」（b）男女共同参画週間（c）人生 100 年時代（d）女性応援ポータルサイト

（e）相談日程 

③興味のあるテーマ、今後読みたいと思うテーマはどれですか？（複数回答可） 

（a）成年年齢 18 歳 （b）男女共同参画の現状と課題 （c）ジェンダー平等加速プログラム  (ｄ) その他 

④特集「なばりのきらきらウーマン」についてご意見・ご感想をお聞かせください。 

⑤115 号の記事全体について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

★お名前・年齢・住所・連絡先・つうしんの号数を明記のうえ、下記連絡先へお送りください。 

応募締切は 8 月 10 日 （水曜日）（必着）です。 

＜メール宛先 ＞  danjo-center@emachi-nabari.jp「つうしん 115 号アンケート」 

＜郵 送 宛 先 ＞  〒518-0775 名張市希央台 5-19 名張市男女共同参画センター 宛 

＜F A X 宛 先 ＞  0595-63-5326  

 

「つうしん編集員 1 名」随時募集中 
 

☆活動内容 

 ・情報紙「名張市男女共同参画つうしん」の編集 

 ・特集「なばりのきらきらウーマン」の取材・記事編集 

☆応募資格 

 令和４年４月１日現在で、以下の条件をすべて満たす方 

① 18 歳以上で、市内在住または通勤・通学し、

男女共同参画に関心のある方。 

② 男女共同参画の推進に関心のある方で、つうし

ん発行月（偶数月）前後の編集会議や現地取材

に参加可能な方（平日昼間）。 

③ 本誌の職員又は市議会の議員でないこと。 

④ 簡単なパソコン操作ができる方。 

つうしん編集員 晴（はる）さん 

今年度も引き続き「つうしん」の 

作成に携わってくださいます。 
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115号（5） 

 

 

  

～特集「なばりのきらきらウーマン」～ 

115号（特集 13-1） 



115号（6） 

 

 

115号（特集 13-2） 


